
【導入】 
今日も兄は出てこない 
兄がひきこもってから、いったいどのくらいたったのだろう、、 
 
 
昔、一緒にゲームで遊んでくれた兄 
勉強を教えてくれた兄 
 
そんな兄の面影は、もう、ありません。。。。。 
 
（間） 
 
兄は私の目標でした！ 
大学を卒業した後、一般企業に就職。 
順調なキャリアを歩んでいたかのように見えました。 
 
しかし、その後、兄に大きな不幸が訪れました。 
それは、職場が合わなかったこと。 
 
上司からの激しい罵声 
職場での冷ややかな視線 
 
気の弱かった兄は、このような困難に立ち向かいました。 
しかし、そんな頑張りもむなしく、兄は気を病んでしまい、退職してしまいました。 
 
それから、家に戻ってきた兄は徐々にやつれていきました。 
そしてある日を境に、兄は部屋から出てこなくなったのです。 
 
それから、兄は私たち家族にも顔を合わせないようになりました。 
 
たった一度失敗した、ただだけそれだけで 
引きこもりとなってしまった兄。。。 
そんな兄に対して私はどう対処すればいいのでしょうか？ 
 
このようなことは誰にでも起こりうることです。 
社会はそれで見捨ててよいのでしょうか？ 
 
本弁論では、ひきこもりが社会復帰できない現状と、その解決を訴えます。 
 
【現状】 
ひきこもりについて皆さんはどう思いますか？ 
「怠惰だ」「甘えている」といった印象を持つ方も多いのではないでしょうか？ 
 
実際に、そういったひきこもりの人も存在するでしょう。 
しかし、そういった人たちだけではありません。 
全員が「働きたくない」「楽をしたい」と思っているわけではないのです。 



引きこもりの人の多くは、「引きこもっている状態から抜け出したい！」と、強く思ってい

ます。 
内閣府の調査によると、​もう一度働きたい、社会に復帰したいと思っている人はなんと20
万人！ 
しかし、彼らは引きこもりの状態から抜け出すことができていません。 
なぜ、こうした状況に追い込まれてしまうのでしょうか？ 
 
それは、「社会復帰したい」という思いを上回るほどの「大きな不安」が存在するからで

す。それは一体どういうことでしょうか？ 
 
彼らは、「職場の人間関係」「健康上の問題」「就職活動の失敗」などの困難に直面しまし

た。 
 
そんな現実に傷つき、耐えられなくなることで、自分の殻の中に閉じこもってしまうので

す。 
家族と話すことも難しい時期が続きます。 
 
それから、時間が経過し、傷が癒えると、「社会復帰したい」という希望を持てるようにな

ります。 
しかし、同時に不安が彼らを襲います。 
社会復帰するためにどうしたらよいのだろう、 
長く社会から離れてしまって大丈夫だろうか、 
 
そういった不安に襲われ、彼らの考えはどんどん悲観的になっていきます。 
「自分は社会にでるべきではないんだ」「周りに受け入れられないに決まってる」と思い始

めてしまうのです。 
被害妄想に思われるかもしれませんが、視野が狭まった状態では、このような考えにとらわ

れ、抜け出せないのです。 
そして、精神的にも不安定な状態に陥ってしまいます。 
実際に、社会復帰することに不安を感じている人は7割も存在するのです。 
 
彼らは、こうした感情を抱えながら、何年も何年も社会に出られない。 
その結果、平均して10年以上も、引きこもってしまいます。 
　 
このように一度、引きこもりの状態に陥ってしまうと、本人だけで社会復帰するのは非常に

難しいのです！ 
 
では、彼らを引きこもりの状態から、救い出してくれる存在はいないのでしょうか。 
 
彼らにとっていちばん身近な存在。それは家族です。 
 
しかし、その家族だけでは、彼らを救うことはできていません。 
実際に、全国ひきこもり家族連合会の調査によると、「ひきこもりにどう対応していいのか

わからない」と回答した家族はなんと8割！ 
家族でさえも、自立のためのサポートを行うことはできてないのです。 
 



そのような状況にありますが、家族は外部に支援を求めることもできません。 
引きこもりについて、家族は「恥ずかしい」という思いから、声をあげることができていな

いのです。 
事実、ひきこもりの家族の約8割が「周囲の目が気になって、支援を求めることができてい

ない」と回答しています。 
 
以上のことをまとめると、ひきこもりの人は働きたいと思っていますが、彼らを襲う不安に

より、ひきこもりから抜け出せずにいるのです。 
また、その家族も彼らを救うことができていません。 
 
 
【問題点・理念】 
 
逃げ出したいほどのつらい体験。 
皆さんも人生で一度は経験したことがあるのではないでしょうか。 
 
引きこもりの人たちは、不運にも耐えられない困難にあたってしまった。 
そのような、どうしようもない困難は、「いつ」「誰に」訪れるか分かりません。 
だからこそ、ひきこもりの人たちを支えてあげる。 
それこそが、私たちが取るべき行動ではないでしょうか？ 
 
（間） 
彼らは、やっと苦しみを乗り越えることができました。 
もう一度、社会と向き合いたいと思えるようになりました。 
そんな彼らが社会復帰するためには、あと一歩。不安を乗り越える必要があります。 
私は彼らが社会復帰できるよう、背中を押してあげたい。 
そして彼らに、悲観的になるのではなく、自分次第で人生は変えることができると知ってほ

しいのです。 
 
 
【政府政策】 
引きこもりの人たちの支援を政府も行っています。 
それが、若者サポートステーション制度です。 
この制度は、引きこもりの就労を目的としています。 
提供する支援は、引きこもりの抱える問題それぞれに合わせて実行されます。 
面談をして彼らの不安や悩みを聞いてあげたり、職業訓練やビジネスマナーの講座を通して

就労能力を養うことができます。 
また、何らかの病気や障害を抱えている場合は、治療施設を紹介し、支援を行います。 
この制度を利用することで、自分が今どんな問題を抱えているかが分かり、その解決に向

かって動き出すことができるのです。 
 
 
【懸念・課題】 
一見素晴らしいようにも思えますが、この制度には大きく分けて2つの課題が存在します。 
一つ目は、若者サポートステーションが利用しにくいこと。 
二つ目は、支援を利用しても、就労することが難しいことです。 



これについて説明します。 
 
一つ目の課題は、若者サポートステーションに行くまでの課題。 
そもそも、引きこもり本人とその家族は、自分たちでどうしてよいか分からない。 
彼らは自分たちの話を聞いてくれる…そんな存在を欲しているのです。 
 
この制度では引きこもり本人とその家族が支援を求めることを前提としています。 
この支援内容は、引きこもり本人と対面して面談を行うことが基本となっています。 
電話やメールといった形での支援は行われていないのです。 
しかし実際には、引きこもりの本人や家族の6割はこういった支援を望んでいるのです。 
自分たちだけではどうしようもない彼らにとって、こういった状況はあまりにも高い壁なの

です。 
 
二つ目の課題は、若者サポートステーションに来た後の課題。 
この施設を利用して、職業訓練を積んだり、社会常識を身に着けます。 
またこの施設はハローワークと連携して就労支援を行っています。 
しかし、つながれた後でのハローワークで引きこもりの人たちが職を手に入れられない。 
こういった場合があるのです。 
実際に、企業の9割は「長期間仕事についていない人たちは雇うことが難しい」と答えてい

ます。 
ですから、引きこもりの人たちには、あらかじめ引きこもりを雇ってくれる。 
そうした企業を用意しておく必要があるのです。 
 
 
【プラン】 
こうした課題に対応したプランを二点提案します。 
一点目は、気軽に相談出来る体制の整備。 
二点目は、引きこもり協力雇用主制度です。 
 
まず、一点目について説明します。 
若者サポートステーションに電話やメールでの相談対応の拡充を行います。 
現在、この制度では、電話やメールといった形での支援は行われていません。 
社会と何年も隔絶された引きこもりの方にとっていきなり対面での相談はハードルが高いも

のなのです。 
 
彼らが望んでいる電話やメールといった相談方法を設けることで、このハードルを下げ 
身近な相談相手となるのです。 
電話やメールで他の支援を望むようであれば、従来通りに対応します。 
どうしても施設に行くことができないそういった人たちには、訪問支援を行う。 
何らかの病気や障害を抱えている場合は、治療施設を紹介する。 
引きこもりの抱える問題それぞれに対応して支援を行います。 
 
続いて、二点目について説明します。 
引きこもりを受け入れる意思がある企業を若者サポートステーションに登録し、ひきこもり

が就職しやすい企業を紹介します。 
 



また、企業がひきこもりを受け入れやすいようにするため、インセンティブを与えます。 
継続して雇用をした企業には、補助金を与えることとします。 
これによって、働きたいひきこもりと、ひきこもりを受け入れたい企業を円滑にマッチング

できるようにします。 
 
これらのプランにより、ひきこもりが社会復帰への一歩を踏み出す事ができるようになるの

です。 
 
【締め】 
働かざるもの食うべからず確かにそんな言葉もあります。  
しかし、誰もが働かざるものになる可能性があるとすれば、社会は彼らに働くチャンスを与

えるべきではないでしょうか 。もう一度、引きこもりの彼らが社会に復帰できることを

願って。本弁論を終了させていただきます。  


